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【はじめに】 

地方病性牛白血病（EBL）は牛白血病ウイルス

（BLV）の感染に起因し，B細胞性の白血病やリ

ンパ腫を主徴とする届出伝染病である．EBL の

原因は牛白血病ウイルス（BLV）で，ウイルスは

B リンパ球を標的とし，細胞の DNA に組込まれ

プロウイルスとして存在する．ウイルスは直腸

検査・去勢・断尾等の人為的作業やアブなどの

吸血昆虫の媒介で起こる水平感染，子宮内・産

道・乳汁を介して起こる垂直感染など，血液や

体液によって伝播される．病態として，無症状，

持続性リンパ球増多症，致死性リンパ肉腫が挙

げられる．EBL は通常 2～3歳齢以上の成牛で発

症するとされているが，近年，発症牛の若齢化

がみられ生産現場で問題となっている．今回，

本県において，3 カ月齢の黒毛和種子牛の EBL

を確認したので，その概要を報告する． 

【農場概要と発生状況】 

農場は沖縄本島南部の 

黒毛和種繁殖農場で，計 30 頭（母牛 18,育成

4,子牛 8）を飼養していた．母牛は繋ぎ飼い，

子牛は牛房内で他の母牛と接触可能な状態で放

飼され（図 1 ），牛白血病対策は未実施だった． 

2019 年 5 月 20 日に畜主が約 3 ヶ月齢の子牛

において後肢付け根の腫脹を発見した．5 月 23

日に活力低下，脱水，眼球やや陥没，両側の浅

頸および腸骨下リンパ節のミカン大腫脹を診療

獣医師が確認し，家保へ BLV 関連検査依頼があ

り，その後 6 月 7日に予後不良と判断され，病

性鑑定解剖を実施した． 

【材料と方法】 

当該子牛ついて以下に示す検査を行った．な

お，遺伝子検査と抗体検査は BLV 浸潤状況調査

として農場で飼養する母牛についても実施した． 

1.血球成分測定，塗抹検査：当該子牛の EDTA

加血液を用いて全自動血球計数器による血球計

算とギムザ染色による鏡検を実施した． 

2.LDH 検査：当該子牛の血清を用いてドライケ

ミストリー法による総活性値測定とアガロース

ゲル電気泳動法によるアイソザイム測定を実施

した． 

3.剖検：定法に従って実施した． 

4.一般細菌検査：当該子牛の 6 臓器（脳，心臓，

肺，肝臓，脾臓，腎臓）を用いて血液寒天培地

にて好気培養を実施した． 

5.BLV 抗体検査：当該子牛および母牛 18 頭（当

該子牛の母牛を含む）の血清を用いて ELISA 抗

体検査を実施した． 

6.BLV遺伝子検査：当該子牛および母牛18頭（当

該子牛の母牛を含む）の EDTA 加血液および当該

子牛の臓器から抽出したDNAを用いNested-PCR

（env領域），リアルタイムPCR（tax,LTR領域），

B 細胞クローナリティ解析，遺伝子解析（系統

樹解析，env 遺伝子欠損の有無）を実施した．  

7.病理組織学的検査：当該子牛の 6臓器（前述

のとおり）と全身リンパ節を用いて HE 染色，お

よび CD3，CD5，CD 20 による免疫組織化学的染

色（IHC）を実施した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 当該農場の飼養状況 

【短報】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 血液塗抹所見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 剖検所見：リンパ節の腫脹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 剖検所見：肝臓，腎臓の腫大 

 

 

 

 

【病性鑑定結果】 

1.血球成分測定，塗抹検査；白血球 43,600 個/

μL と高値を示し，リンパ球百分比は 95％でそ

のうち異型性を示すものは 20％であった（図 2）． 

2.LDH 総活性値，LDH アイソザイム測定；LDH 総

活性値は 5,435 IU/L と高値を示し，LDH アイソ

ザイム分画２の上昇がみられた（図 3）． 

3.剖検；全身リンパ節の腫脹と肝臓および脾臓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 LDH アイソザイム検査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 5 当該子牛 BLV Nested-PCR 結果（env 領域） 

1:心臓 2:肝臓 3:脾臓 4:腎臓 

5，6: EDTA 加血液 

N：陰性 control P：陽性 control 

 

 

 

の腫大が特徴的であった（図 4）． 

4.一般細菌検査；有意菌分離陰性であった． 

5.BLV 抗体検査；当該子牛は抗体陽性で，S/P

値は 4.468 で，農場で飼養される母牛 18 頭のう

ち 13 頭が陽性であった（陽性率 72％）． 

6.BLV 遺伝子検査；当該子牛の EDTA 加血液，心

臓，肝臓，脾臓，腎臓において，Nested-PCR（env

領域）にてBLV特異遺伝子が検出された（図5）． 

←444bp 



 

表 1 当該子牛 BLV リアルタイム PCR 結果 

（tax 領域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 母牛の BLV リアルタイム PCR 結果 

（tax 領域）と BLV 伝播リスク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 B 細胞クローナリティ解析結果 

1～18：母牛 EDTA 加血液 

Spl：当該子牛の脾臓 

Blo：当該子牛の EDTA 加血液 

N：陰性 control P：陽性 control 

また，リアルタイム PCR(tax 領域)の結果， 

遺伝子量はそれぞれ 1308，86，130，147，10 

copies/10ngDNA となり，とくに末梢血中のウイ

ルス量が高値を示した（表 1）． 

次に，当該子牛の母牛を含む農場で飼養され

る母牛の EDTA 加血液について検査したところ，

18 頭中 14 頭で BLV 特異遺伝子が検出され，陽

性率は 78％であった．当該子牛の母牛の遺伝子

量は 24 copies/10ng DNA で，BLV 伝播リスクは

低かったが，BLV 伝播リスクが高いと考えられ

る 100 copies/10ng DNA 以上の母牛が農場内に

７頭存在していることが判明した（表 2）．  

続いて，当該子牛の EDTA 加血液および脾臓と

母牛 18 頭の EDTA 加血液から得られた DNA を用

いて B 細胞クローナリティ解析を行った．本法 

は B 細胞の免疫グロブリン重鎖遺伝子の再構成

を検索することによって，体内で B 細胞の腫瘍

性のモノクローナルな増殖が起きているかを確

認する方法である．正常の場合（未発症）は多

様性のある B 細胞が存在することから画像はス

メア状となるが，単一な B細胞の腫瘍性増殖が

起きている場合は明瞭なバンドとして検出され

る．本症例では，当該子牛の脾臓および血液に

おいてクローナリティ陽性を示し，単一の B細

胞が腫瘍性に増殖していることが確認された

（図 6）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図７ BLV env 領域の系統樹解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 リンパ節の病理組織所見（HE 染色） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 リンパ節の病理組織所見（IHC/CD20） 

また，遺伝子解析の結果，農場に浸潤してい

た BLV の遺伝子型はすべてⅠ型で，少なくとも

3 つの株が流行していることが判明した．当該

子牛と母牛の遺伝子型はⅠ-B 型で，Ⅰ-B 型の

BLV 伝播高リスク母牛も存在した（図 7）．な

お，env 領域の遺伝子に欠損はみられなかった． 

7.病理組織学的検査；全身のリンパ節，脾 

臓，肝臓に腫瘍性の類円形細胞が多数浸潤 

していることが確認され，リンパ節は既存の固

有構造が消失していた（図 8）．類円形細胞の

異形性は高く，有糸分裂像もみられた．増殖し

た細胞は IHC にて CD20 陽性で B 細胞であるこ

とが判明し（図 9），組織診断は B 細胞性リン

パ腫，疾病診断は牛白血病とした． 

以上，これまでの検査結果を総合的に判断し，

本症例は若齢牛の EBL と診断した． 

【まとめと考察】 

本症例は，異形性を伴う末梢血リンパ球増多

症があること，LDH 総活性値および LDH 分画２

の上昇があること，BLV 感染があり保有するウ

イルス量が高値であること，全身性のリンパ腫

を呈し B 細胞のモノクローナルな増殖がある

ことから，若齢子牛の EBL と診断した． 

当該農場の BLV 陽性率は 78％で，BLV 伝播高

リスク母牛が多く存在し，それらの母牛と同居

し牛房内で放飼されている当該子牛が大量の

ウイルスに暴露される可能性が高い状況であ

った．BLV 感染経路として，最初に当該母牛か

らの子宮内または産道感染が疑われたが，当該

子牛の母牛が保有する BLV 遺伝子量は低いこ

とから，他の BLV 伝播高リスク母牛からの乳汁

感染やアブなどの吸血昆虫を介した機械的伝

搬による水平感染の可能性も否定できず，感染

経路の特定には至らなかった． 

近年，生産現場で問題となっている EBL の発

症は，一般に BLV の早期感染と宿主側の要因が

関与するとされているが，若齢牛における EBL

の病態や発症要因については不明な点が多い．

農場への EBL 対策（吸血昆虫対策，分離飼育等）

の指導を行うとともに，今後も症例を蓄積し，

若齢発症に関する解析を進めることで発症要

因等の解明に向けての一助とし，その対策に繋

げることが重要と考えられた． 
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